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な
量
だ
け
届
け
る
」
だ
と
思
っ
て

い
た
供
給
活
動
が
広
域
化
し
多

品
種
化
・
短
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
化

で
物
流
の
難
易
度
が
上
が
り
、
コ

ス
ト
を
抑
え
て
環
境
配
慮
と
い
う

制
約
も
強
ま
る
困
難
を
克
服
し


大
限
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る

と
い
う
発
想
し
か
な
か
っ
た
。

自
分
の
仕
事
を
な
く
す
こ
と
が

あ
な
た
の
仕
事
だ
と
思
え
、
と
い

う
言
い
方
は
、
組
織
論
の
話
で
耳

に
し
た
こ
と
は
あ
る
そ
れ
で
も


物
流
そ
の
も
の
を
な
く
す
よ
う
に

物
流
を
管
理
す
る
と
い
う
発
想
は

新
鮮
だ
っ
た
。

こ
の
発
想
を
持

つ
と
、
目
の
前

の
物
流
活
動
が
違
っ
て
み
え
る
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
毎
日
少
量
ず
つ

届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

な
ぜ
こ
こ
に
在
庫
を
持
ち
、
日
々

補
充
を
か
け
る
の
か
？

「
必
要

な
時
に｣

と
い
う
け
れ
ど
そ
の
必

要
の
多
く
は
、
あ
ら
か
じ
め
分
か

る
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

発
想

を
変
え
る
と
活
動
の
背
後
に
そ

の
活
動
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に

す
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
た


こ
の
発
想
は
、
現
在
も
、
物
流

を
考
え
る
上
で

も
重
要
な
視
点

と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
。

本
年
度

か
ら
、
こ

の
コ
ラ
ム

の
執
筆
陣

に
加
え
て

い
た
だ
い

た
。
初
回
な
の
で
、
自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
物
流
専

門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
り
た

い
と
考
え
、
日
通
総
合
研
究
所

(

現
Ｎ
Ｘ
総
研)

の
コ
ン
サ
ル
部
門

の
責
任
者
だ
っ
た
湯
浅
和
夫
を
頼

り
、
銀
行
員
か
ら
転
職
し
た
。

｢

湯
浅
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ｣

と
し

て
独
立
し
て
20
年
目
を
迎
え
る


湯
浅
門
下
に
入
っ
て
衝
撃
を
受

け
た
の
は｢

物
流
は
本
来
や
ら
な

い
の
が
一
番
良
い｣｢

物
流
管
理
と

は
、
極
力
、
物
流
し
な
い
で
済
む

よ
う
に
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
だ
」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
物
流
管
理
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と

い

え

ば

「
必
要
な

も
の
を
、

必
要
な
時

に
、
必
要

ン
に
寄
与
で
き
る
好
立
地
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
付

加
価
値
の
高
い
物
流
施
設
の
提

供
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
地

域
発
展
へ
の
貢
献
を
進
め
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

（
ダ
シ
ル
バ
・
サ
ミ
ー
）

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
の
帖
佐
社
長
は

「
首
都
圏
に
お
け
る
更
な
る
事

業
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
大
変
光
栄
だ
。
当
施
設

は
カ
イ
ン
ズ
さ
ま
の
旗
艦
店
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
優
れ
て
お
り
、

効
率
的
な
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

へ
の
直
接
ア
ク
セ
ス
や
、
１
階

は
３
面
バ
ー
ス
採
用
に
よ
っ
て

保
管
や
配
送
業
務
を
効
率
化
し

た
。
ま
た
、
建
物
の
外
側
に
ブ

レ
ー
ス
（
筋
交
い
）
を
配
置

し
、
庫
内
の
機
械
化
に
向
け
た

設
計
の
自
由
度
を
確
保
。

設
置
し
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
荷
軽
減
に
取
り
組
む
。

施
設
は
ス
ロ
ー
プ
に
よ
る
２
階

㍍
、
延
べ
床
面
積
は
６
万
６
千

平
方
㍍
で
地
上
３
階
建
て
。
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
す

る
カ
イ
ン
ズ
（
高
家
正
行
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＝

高
経
営
責
任

者
、
本
庄
市
）
が
専
用
施
設
と

し
て
利
用
す
る
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(

圏
央
道)

・
狭
山
日
高
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
３･

４
㌔


圏
央
道
と
国
道
16
号
の
結
節
点

に
位
置
。
カ
イ
ン
ズ
は
首
都
圏

エ
リ
ア
へ
の
配
送
と
保
管
の
機

能
を
持
つ
関
東

大
の
物
流
拠

点
と
位
置
付
け
稼
働
さ
せ
る
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台
の
ト
ラ
ッ
ク
待
機
場
を

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
（
帖
佐
義
之
社

長
、
東
京
都
中
央
区
）
は
３

日
、
先
進
的
物
流
施
設
「
Ｇ
Ｌ

Ｐ
狭
山
日
高
Ⅲ
」
（
埼
玉
県
日

高
市
）
を
竣
工
し
、
同
日
に
竣

工
式
を
行
っ
た
、
と
発
表
し

た
。
敷
地
面
積
５
万
５
千
平
方

キ
（
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
）
な
ど
の
安
全
機
能
や
、
日

本
市
場
の
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に

対
応
し
た
新
機
能
を
追
加
開
発

し
て
い
く
。
ま
た
、
希
望
す
る

企
業
向
け
の
試
乗
会
を
４
月
８

日
か
ら
30
日
ま
で
横
浜
市
で
行

う
。

（
根
来
冬
太
）

に
削
減
す
る
」
と
説
明
。
そ
の

上
で
「
フ
ァ
ブ
レ
ス
２
・
０
と

い
う
新
し
い
生
産
方
式
で
、
世

界
の
自
動
車
産
業
の
仕
組
み
を

変
革
し
て
い
く
。
今
回
発
表
し

た
モ
デ
ル
は
、
こ
の
考
え
方
を

世
界
に
示
す
一
歩
に
な
る
」
と

し
て
い
る
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て

俳
優
の
七
海
ひ
ろ
き
さ
ん
を
起

用
。
Ｆ
２
に
加
え
、
既
存
の

「
Ｆ
１
（
エ
フ
ワ
ン
）
」
を
ベ

ー
ス
に
千
房
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
中
井
貫
二
社
長
、
大
阪
市

浪
速
区
）
と
共
同
開
発
し
た
移

動
式
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
お

好
み
焼
き
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
も

公
開
し
た
。

Ｆ
２
は
今
後
、
自
動
ブ
レ
ー

｢

フ
ァ
ブ
レ
ス
２･

０
」
の
生
産

方
式
に
よ
り
開
発
費
を
圧
縮

し
、
低
価
格
で
の
販
売
を
実
現

す
る
と
い
う
。

小
間
社
長
は
「
自
社
工
場
を

持
た
ず
、
共
通
部
品
を
増
や
し

て
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
フ
ァ
ブ

レ
ス
生
産
方
式
に
比
べ
、
フ
ァ

ブ
レ
ス
２
・
０
で
は
更
に
、
開

発
費
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
共

有
）
を
実
現
し
て
い
る
。
自
動

車
開
発
投
資
を
複
数
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
と
シ
ェ
ア
す
る
こ
と

で
、
１
台
当
た
り
数
百
億
円
掛

か
る
と
さ
れ
る
開
発
費
を
大
幅

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東

区
）
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｅ
－
Ｔ

ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ

ｌ
２
０
２
４
」
で
新
車
発
表
会

を
開
い
た
。

大
積
載
量
１･
５
㌧
２
・

５
㌧
の
車
両
は
選
択
肢
が
少
な

く
、
価
格
も
ガ
ソ
リ
ン
車
と
比

べ
て
高
い
。
フ
ォ
ロ
フ
ラ
イ
は

Ｆ
２
の
航
続
可
能
距
離
は
、

大
積
載
量
２
・
５
㌧
モ
デ
ル

で
２
３
０
㌔
、
１
・
５
㌧
モ
デ

ル
で
２
５
０
㌔
。
充
電
は
急
速

充
電
の
Ｄ
Ｃ
電
源
（
直
流
）
が

Ｃ
Ｈ
Ａ
ｄ
ｅ
Ｍ
Ｏ
（
チ
ャ
デ

モ
）
、
Ａ
Ｃ
電
源
（
交
流
）
の

Ｊ
１
７
７
２
（
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
１
）

の
両
方
式
に
対
応
す
る
。
東
京

フ
ォ
ロ
フ
ラ
イ
（
小
間
裕
康

社
長
、
京
都
市
左
京
区
）
は
、

３
月
30
日
、

大
積
載
量
１
・

５
㌧
と
２
・
５
㌧
の
２
モ
デ
ル

を
用
意
し
た
新
電
動
ト
ラ
ッ
ク

「
Ｆ
２
（
エ
フ
ツ
ー
）
」
を
公

開
し
た
。
同
社

大
サ
イ
ズ
と

な
り
、
２
０
２
５
年
中
の
量
産

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

年
東
大
工
学
部
船
舶
海
洋
工
業

学
科
卒
業
、
運
輸
省
（
現
国
交

省
）
入
省
。
２
０
１
４
年
海
事

局
海
洋
・
環
境
政
策
課
技
術
企

画
室
長
、
20
年
海
事
局
船
舶
産

業
課
長
、
21
年
大
臣
官
房
技
術

審
議
官
（
海
事
局
担
当
）
。
大

阪
府
出
身
、
56
歳
。

（
矢
野
孝
明
）

国
土
交
通
省
は
１
日
付
で
人

事
を
発
令
し
、
四
国
運
輸
局
長

に
大
臣
官
房
の
河
野
順
技
術
審

議
官
（
海
事
局
担
当
）
を
充
て

た
。
石
原
典
雄
局
長
は
退
職
し

た
。河

野
順
（
こ

う
の
・
じ
ゅ

ん
）
１
９
９
３

た
こ
と
に
は
大
い
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
強
調
。

ま
た
、
「
『
２
０
２
４
年
問

題
』
対
応
に
は
パ
レ
ッ
ト
活
用

が
不
可
欠
で
あ
り
、
往
路
の
一

貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に

は
復
路
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
の
適

正
な
回
収
が
欠
か
せ
な
い
。
国

の
理
解
を
得
ら
れ
た
の
は
大
き

な
成
果
で
あ
り
、
こ
の
応
援
を

力
に
変
え
て
更
な
る
パ
レ
ッ
ト

回
収
率
ア
ッ
プ
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

待
を
寄
せ
る
。
経
済
産
業
省
に

も
２
月
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
、
不

正
流
用
防
止
活
動
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
要
請
し
て
い
る
。

同
社
は
１
９
７
６
年
４
月
に

「
木
材
資
源
の
愛
護
」
「
流
通

合
理
化
促
進
の
た
め
の
パ
レ
ッ

ト
プ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
全
国
か

ら
パ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
回
収
し

て
所
有
者
で
あ
る
製
紙
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
返
却
す
る
事
業
を
半

世
紀
近
く
に
わ
た
り
展
開
し
て

き
た
。

岩
田
氏
は
「
未
回
収
パ
レ
ッ

ト
の
大
半
が
印
刷
会
社
、
紙
の

加
工
会
社
、
物
流
会
社
で
滞
留

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

パ
レ
ッ
ト
は
側
面
に
記
載
し
て

い
る
所
有
者
の
財
産
。
不
正
に

流
用
す
る
の
は
違
法
で
あ
り
、

製
紙
メ
ー
カ
ー
に
き
ち
ん
と
戻

し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
泣
き

寝
入
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
、
国
土
交
通
省
が

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
く
れ

求
め
る
の
が
難
し
い
こ
と
に
あ

る
。こ

れ
ま
で
パ
レ
ッ
ト
の
所
有

者
で
あ
る
メ
ー
カ
ー
、
パ
レ
ッ

ト
の
回
収
を
委
託
し
て
い
る
協

力
会
社
と
連
携
し
、
不
正
に
製

紙
パ
レ
ッ
ト
を
流
用
し
て
い
る

印
刷
会
社
や
物
流
事
業
者
な
ど

に
粘
り
強
く
返
却
を
求
め
て
き

た
が
、
今
後
は
国
の
側
面
支
援

に
よ
る
回
収
効
果
に
大
き
な
期

え
、
商
売
上
の
力
関
係
で
メ
ー

カ
ー
が
得
意
先
に
返
却
を
強
く

講
じ
て
ほ
し
い
旨
を
要
望
し
た

経
緯
も
あ
り
、
岩
田
社
長
は

「
国
に
よ
る
支
援
は
大
き
な
励

み
と
力
に
な
る
」
と
歓
迎
す

る
。３

割
超
の
パ
レ
ッ
ト
を
回
収

で
き
て
い
な
い
要
因
は
、
紙
の

流
通
構
造
が
複
雑
な
こ
と
に
加

し
た
。

成
果
は
着
実
に
上
が
っ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
不
正
流
用
の

根
絶
は
自
助
努
力
の
み
で
は
限

界
が
あ
る
と
認
識
。
国
交
省
に

は
２
０
２
２
年
11
月
に
、
パ
レ

ッ
ト
が
不
正
流
用
さ
れ
て
い
る

実
態
を
説
明
し
た
上
で
対
策
を

近
年
は
新
聞
へ
の
啓
も
う
広

告
の
掲
載
、
ビ
ラ
の
配
布
・
フ

ァ
ク
ス
送
信
、
大
手
印
刷
会
社

の
法
務
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
働
き

掛
け
な
ど
様
々
な
手
を
打
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
６
割
程
度

だ
っ
た
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
率
は

１
月
実
績
で
67
・
５
％
を
記
録

北
山
崎
14
ノ
１
③
３
５
０
万
円

⑤
１
億
９
７
０
０
万
円
⑥
３
月

11
日
ま
で
に
事
業
を
停
止
し
、

破
産
手
続
き
を
弁
護
士
に
一
任

し
た一

般
貨
物
自
動
車
運
送
業
者

と
し
て
、
福
島
県
内
の
ほ
か
関

東
、
北
陸
方
面
に
も
営
業
基
盤

を
築
い
て
い
た
。
カ
ゴ
台
車
や

雑
貨
類
な
ど
の
運
送
を
行
い
、

業
容
を
拡
大
。
東
日
本
大
震
災

以
降
は
除
染
土
壌
運
搬
も
手
掛

け
、
業
容
維
持
に
努
め
た
。

し
か
し
、
近
時
は
復
興
需
要

の
収
束
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
、
同
業
他
社
と
の

競
争
激
化
な
ど
に
よ
り
受
注
確

保
に
苦
戦
し
た
上
、
人
件
費
や

燃
料
費
な
ど
の
高
騰
で
累
積
赤

字
を
抱
え
て
い
た
。
２
０
２
３

年
８
月
期
は
１
億
２
千
万
円
の

売
上
高
を
あ
げ
た
も
の
の
、
諸

経
費
が
か
さ
み
５
千
万
円
の
赤

字
を
計
上
、
債
務
超
過
額
が
拡

大
し
た
。
24
年
８
月
期
に
入
っ

て
も
業
況
は
好
転
せ
ず
、
資
金

繰
り
も
限
界
に
達
し
た
こ
と
か

ら
、
今
回
の
措
置
と
な
っ
た
。

■
隼
運
送
＝
①
越
前
俊
雄
氏

②
福
島
県
郡
山
市
安
積
町
成
田

〈
４
月
１
日
〉
営
業
統
括
本

部
を
新
設
し
、
事
業
統
括
本
部

か
ら
事
業
開
発
部
、
国
際
事
業

部
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
事
業
部
を
編

入
す
る
。
事
業
統
括
本
部
企
画

部
企
画
業
務
グ
ル
ー
プ
に
中
日

本
統
括
本
部
か
ら
中
津
事
業

所
、
滋
賀
事
業
所
を
、
西
日
本

統
括
本
部
か
ら
佐
賀
事
業
所
、

大
分
事
業
所
を
そ
れ
ぞ
れ
編
入

す
る
。

▼
富
士
物
流(

東
京
都
港
区)

〈
４
月
１
日
〉
営
業
本
部
の

東
日
本
統
括
部
営
業
部
、
西
日

本
統
括
部
営
業
部
を
そ
れ
ぞ
れ

廃
止
し
、
営
業
統
括
部
に
編
入

す
る
。

京
都
江
東
区
）

〈
４
月
１
日
〉
営
業
部
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
、
企
画
販
売

課
、
経
営
企
画
部
の
商
品
企
画

課
を
統
合
し
、
営
業
部
に
商
品

開
発
課
を
新
設
す
る
。
財
務
経

理
部
を
廃
止
し
、
管
理
部
へ
経

理
課
を
移
管
。
事
業
推
進
部
を

物
流
事
業
部
へ
改
称
し
、
Ｃ
Ｓ

課
を
営
業
部
へ
移
管
す
る
。

▼
佐
川
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
（
東
京
都
品
川
区
）

〈
４
月
１
日
〉
営
業
部
を
エ

リ
ア
統
括
部
に
改
称
し
、
責
任

範
囲
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
法
人
営
業
部
を
エ
リ
ア
統

括
部
へ
統
合
す
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
部
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
営
業
部
企
画
営
業
課
を
統
合

し
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
を
新

設
。
輸
送
企
画
部
を
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
営
業
部
へ
統
合
す
る
。

▼
鈴
与
（
静
岡
市
清
水
区
）

〈
４
月
１
日
〉
回
漕
営
業
部

を
回
漕
営
業
第
一
部
と
回
漕
営

業
第
二
部
に
分
割
。

▼
王
子
物
流
（
東
京
都
中
央

区
）

▼
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

〈
４
月
１
日
〉
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
を

新
設
し
、
Ｉ
Ｒ
室
を
廃
止
。

▼
佐
川
ヒ
ュ
ー
モ
ニ
ー
（
東

推
奨
物
流
業
者
に
選
定

▼
三
菱
倉
庫
は
、
２
０
２
７

年
国
際
園
芸
博
覧
会
の
推
奨
物

流
事
業
者
に
選
定
さ
れ
た
。
２

０
２
７
年
国
際
園
芸
博
覧
会
協

会
（
十
倉
雅
和
会
長
）
が
主
催

し
、
27
年
３
月
19
日
か
ら
９
月

26
日
ま
で
旧
上
瀬
谷
通
信
施
設

（
横
浜
市
瀬
谷
区
）
で
開
催
さ

れ
る
国
内
海
外
か
ら
出
展
す

る
企
業
の
通
関
輸
送
を
担
う


実
施
。
更
に
、
各
企
業
の
持
続

可
能
性
を
重
視
し
た
経
営
方
針

へ
の
切
り
替
え
に
対
す
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。
強
み
で
あ
る
脱
炭
素
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
各
企
業
の
脱
炭
素
経

営
推
進
に
向
け
た
包
括
的
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

一
方
、
阪
和
興
業
は
「
阪
和

の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
運
営
し
、
資
源
の
算
出
か
ら

製
造
・
加
工
、
消
費
・
利
用
、

廃
棄
物
の
集
荷
、
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た

脱
炭
素
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
る
。
阪
和
興
業
も
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
し
て
い
る

た
め
、
自
社
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量

の
見
え
る
化
と
削
減
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
事
業
活
動
で
は
取

引
先
企
業
の
環
境
資
源
や
生
物

多
様
性
の
保
全
、
人
権
の
尊
重

な
ど
の
様
々
な
課
題
の
解
決
に

貢
献
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
企
業

は
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
見
え
る
化

し
た
上
で
、
阪
和
興
業
の
削
減

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量

の
包
括
的
な
削
減
が
可
能
と
な

る
。

（
小
菓
史
和
）

Ｃ
Ｏ

２

（
二
酸
化
炭
素
）
排

出
量
の
見
え
る
化
・
削
減
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
」
を
提
供
す
る
ア
ス
エ
ネ

（
西
和
田
浩
平
代
表
取
締
役
Ｃ

Ｅ
Ｏ
＝

高
経
営
責
任
者
、
東

京
都
港
区
）
と
阪
和
興
業
は
３

月
27
日
、
協
業
を
開
始
す
る
、

と
発
表
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

と
阪
和
興
業
の
脱
炭
素
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
企
業
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｓ
Ｃ
、
供

給
網
）
全
体
の
脱
炭
素
化
を
支

援
し
て
い
く
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
は
企
業
や
自

治
体
を
対
象
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
算
定
と
報
告
の
国

際
・
世
界
基
準
に
お
け
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の
見
え
る
化
、
削
減
、

報
告
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

24年春の新卒採用実績と25年春の計画

社 名社 名

アサヒロジスティクス

アルプスウェイ

アルプス物流

一宮運輸

エア･ウォーター物流

ＳＢＳＨＤ※9

ＮＸ備通※1

Ｆ―ＬＩＮＥ※3

カンダＨＤ

共通運送

近鉄エクスプレス※1

ケイヒン※4

鴻池運輸※2

山九株式会社

サントリーロジスティクス※1

Ｃ＆ＦロジＨＤ

シーエックスカーゴ※2

澁澤倉庫※7

シモハナ物流

鈴与※1

西濃運輸

センコー

センコン物流

第一貨物※3

ダイセーエブリー二十四※6

トランコム

名古屋東部陸運※1

日 新

日本貨物鉄道※10

博運社※7

ハマキョウレックス

福岡運輸ＨＤ

福岡倉庫

福山通運

フジトランスポート

富士物流

ホッコウ物流

丸全昭和運輸※7

丸和運輸機関

三菱倉庫※7

安田倉庫

ヤマタネ※6

郵船ロジスティクス※2

ライフサポート･エガワ

ランテック

ロジスティード※5

ロジネットジャパン

（注）単位は人。「━｣は公表していないもの算出できないもの内訳不明(区
分なし）など。▲はマイナス。25年春の採用計画で「→｣は24年春並み
｢↑｣は増やす、｢↓｣は減らす。ＨＤはホールディングスの略。3月26日
時点。現業職はドライバー、作業スタッフ、整備職など。※１＝全体数
は一昨年の回答に基づく、※２＝大卒・短大卒は総合職採用、※３＝大
卒・短大卒は短大卒を除く、※４＝大卒・短大卒に高専卒を含む、※５
＝大卒・短大卒に大学院卒を含む、※６＝現業職は総合職採用、※７＝
大卒初任給の24年卒は未定、※８＝大卒初任給は総合職・指定の首都圏
配属の場合、※９＝グループを含む、※10＝大卒初任給は総合職の場合

全 体全 体

16

10

62

18

6

153

4

35

21

3

86

7

47

337

7

47

14

19

125

39

119

136

6

103

1

57

6

56

167

13

17

8

9

150

23

7

3

54

165

35

17

9

55

13

34

217

18

増減比増減比

▲1

▲5

19

▲5

▲4

10

▲5

▲18

▲9

▲2

31

▲5

16

30

▲4

▲41

▲3

3

▲6

3

▲43

▲12

4

▲45

▲1

横ばい

3

▲9

▲46

▲3

▲2

▲6

▲2

▲20

横ばい

2

3

▲5

▲18

5

▲7

▲2

▲7

1

7

▲23

9

大 卒
短大卒
大 卒
短大卒

8

0

14

11

3

―

1

3

15

0

86

7

47

98

7

12

5

17

25

39

51

118

3

56

1

29

5

56

103

9

15

7

5

80

12

7

2

52

155

35

17

9

55

11

17

147

18

現業職現業職

6

10

39

5

2

―

2

27

6

3

0

0

0

158

0

13

0

0

77

0

68

11

2

59

1

19

1

0

149

0

17

3

7

50

19

0

1

0

154

0

0

9

0

0

11

0

0

大卒初任給（円）大卒初任給（円）

250,000

196,188

―

194,300

192,100

226,000

―

208,800～226,400

216,300

―

―

217,000

226,000

未定

231,000

221,500

210,000

240,000

220,970～242,970

―

239,250

171,000～239,800

―

159,340～197,000

229,080

243,000

226,500

230,000

222,300

213,400 ～278,000

220,000

職種により変動

―

未定

191,000

225,000

205,000

230,000

218,000

240,000

245,000

222,000

243,100

242,500

196,000～213,000

―

300,100

25年春の
採用計画
25年春の
採用計画
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↑

↑

↑

→

→

↑

↑

→

→

↑

→

↑

↑

↑

↑

→

→

→

→

↑

↑

→

→

↑

→

→

↑

↑

―

湯浅コンサルティング
コンサルタント 内田 明美子氏湯浅コンサルティング
コンサルタント 内田 明美子氏湯浅コンサルティング
コンサルタント 内田 明美子氏

｢

な
い
の
が
一
番
良
い｣

四
運
局
長
に
河
野
氏

国
交
省
啓
発
推
進
力
に

製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構
（
岩
田
憲
明
社
長
、
東
京
都
中
央
区
）
は
、
物
流
へ
の

社
会
的
な
関
心
が
強
ま
っ
て
い
る
現
状
を
好
機
と
捉
え
、
更
な
る
パ
レ
ッ
ト
回

収
率
の
向
上
に
向
け
た
活
動
に
弾
み
を
付
け
る
。
国
は
物
流
課
題
を
解
決
す
る

手
段
の
一
つ
と
し
て
パ
レ
ッ
ト
化
を
促
進
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
で
は
「
パ

レ
ッ
ト
の
不
正
利
用
は
厳
禁
で
す
！
」
と
記
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
、

事
業
所
や
物
流
拠
点
な
ど
へ
の
掲
示
を
促
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
の
取
り
組

み
も
推
進
力
に
し
な
が
ら
、
パ
レ
ッ
ト
返
却
を
求
め
る
交
渉
を
一
層
加
速
さ
せ

て
い
く
。

（
沢
田
顕
嗣
）

製紙パレット機構

／／フォロフライ／新電動トラ

来
年
量
産
低
価
格
め
ざ
す

ア
ス
エ
ネ
＆
阪
和
興
業

脱
炭
素
化
支
援
へ
協
業

埼
玉･

日
高
に
先
進
施
設
Ｇ
Ｌ
Ｐ

カ
イ
ン
ズ
専
用
施
設
と
し
て

稼
働

啓蒙チラシの配布などによりパレット
の回収率は１月実績で67.5％を記録

新
車
発
表
会
で
Ｆ
２
を
披
露

（
面
担

明
石
衛
）

４2024年(令和6年) 4 月 9 日(火曜日)第 3 種郵便物認可 総　合　３


